
‭NewsLetter‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　2025年7月17日‬
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社Aｒｅｎｔ‬

‭PlantStream、豪州 TP Engineering Associates社と紹介パートナー契約を締結‬
‭オーストラリア市場での事業拡大を加速‬

‭株式会社 Arent（本社：東京都港区、代表取締役：鴨林 広軌）の子会社である 株式会社‬
‭PlantStream は、オーストラリアの TP Engineering Associates（以下、TPEA） と紹介（リ‬
‭ファラル）パートナー契約を締結しました。‬

‭TPEA が自社ネットワークを通じてオーストラリア・ニュージーランド（以下、ANZ）地域の‬
‭企業へ PlantStream® のデモンストレーションやトライアル導入支援を行い、PlantStream は‬
‭製品開発および正式ライセンス契約・保守を担当します。‬

‭■ 提携の背景・狙い‬

‭TPEA について‬
‭2018 年創業のエンジニアリング企業で、豪州・マレーシア・南アフリカに拠点を展開。企画立‬
‭案から詳細設計、建設、試運転までを一貫支援し、資源エネルギー・鉱業・インフラ領域で急‬
‭成長を遂げています。‬

‭シナジーのポイント‬
‭「TPEA の市場浸透力 × PlantStream® の設計効率」を掛け合わせることで、ANZ のプラント‬
‭設計現場におけるDXを加速させることが狙いです。‬

‭▼‬‭詳細情報（TPEAウェブサイト）‬
‭https://www.tpea.com.au/plantstream/‬

‭■提携による期待される効果‬

‭●‬ ‭顧客接点の拡充‬
‭TPEA が保有するエネルギー・資源系大手ネットワークにより、新規顧客へのリーチを‬

https://www.tpea.com.au/plantstream/


‭拡大‬

‭●‬ ‭導入ハードルの低減‬
‭現地エンジニアによるデモ・技術検証支援で、トライアルから正式導入までを円滑化‬

‭●‬ ‭開発フィードバック‬
‭豪州特有の設計基準やワークフローを迅速に反映し、PlantStream® の国際対応力を強‬
‭化‬

‭●‬ ‭グローバルブランド強化‬
‭アジアに続きオセアニアでのプレゼンスを確立し、さらなる地域展開の足掛かりを構築‬

‭■ PlantStream🄬について‬

‭「PlantStream🄬」は、プラント配管設計の自動化に特化した3D CADソフトウェアです。プラ‬
‭ント業界大手の千代田化工建設株式会社とArentが共同開発し、2020年より提供を開始。複雑‬
‭な配管レイアウトを、経験やスキルに依存せず、直感的かつ高速に設計可能にすることで、従‬
‭来1本の配管に約2時間かかっていた設計作業を、わずか1分で1,000本生成するレベルまで効率‬
‭化しました。‬

‭現在では、国内外30社以上のプラントオーナー・エンジニアリング企業で導入が進んでいま‬
‭す。‬

‭▶ 製品ページ：‬‭https://plantstream3d.com/jp/‬

‭【株式会社Arentについて】‬

‭Arentグループは、「暗黙知を民主化する」をミッションに、建設業界のDXを推進する企業グ‬

‭ループです。クライアント企業と共に課題解決に取り組む「DX事業」と、自社SaaSを展開す‬

‭る「プロダクト事業」の二軸で事業を展開しています。BIMを誰でも直感的に扱えるように設‬

‭計されたRevit向けプラグイン群「LightningBIM」シリーズをはじめ、近年はM&Aを通じて、‬

‭PlantStream®、BUILD一貫シリーズ、現場ナビ工程、申請くんfシリーズなどの製品をグループ‬

‭に加え、建設業界が抱える構造的な課題に対し、テクノロジーの力で解決に取り組んでいます‬

‭【会社概要】‬
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‭●‬ ‭会社名：株式会社Arent‬

‭●‬ ‭本社所在地：東京都港区浜松町2－7－19 KDX浜松町ビル‬

‭●‬ ‭代表者：代表取締役社長 鴨林広軌‬

‭●‬ ‭設立：2012年7月2日‬

‭●‬ ‭資本金：5億47百万円‬

‭●‬ ‭事業内容：建設業界を中心としたDXコンサルティング、システム開発、システム販売‬

‭●‬ ‭コーポレートサイト：‬‭https://arent.co.jp/‬

‭●‬ ‭お問い合わせ先：info@arent3d.com‬

https://arent.co.jp/

